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学年 ３月 ６月 ９月 12月
１年 　 0.0 8.1 13.9 
２年 0.0 0.0 0.0 2.9 
３年 　 30.6 47.1 57.9 
４年 48.5 64.9 68.6 74.3 
５年 　 93.0 90.7 100.0 







年＋ 18.9 ポイント，第３学年＋ 27.1 ポイント，第４学






































学年 ６月 ９月 12月 ３月
１年 　 0.0 4.8 9.5 
２年 3.8 0.0 3.6 14.3 
３年 8.0 36.0 44.0 41.7 
４年 55.6 55.6 68.4 77.8 
５年 91.4 100.0 100.0 100.0 
６年 84.0 96.2 96.0 100.0 
図－２　1996年度　立体的表現の割合（％）
学年 ６月 ９月 12月 ３月
１年 1.4 4.2 4.3 6.0 
２年 10.8 11.8 21.6 29.7 
３年 26.2 36.9 42.9 53.3 
４年 33.3 42.9 68.6 81.2 
５年 68.0 69.6 79.4 84.9 































枚数 １ ２ ３ ４ ５ ・・・

































































































































































































































身体測定で身長は 136.5 ㎝，体重は 40.6 ㎏等，小数で表
される．身長を「136 と１２㎝」と言ったり，体重を「40
と３５㎏」と言ったりすることはない．特に量を分数で
表すことは少なく，スーパーマーケット等では「５８チッ
プス」「チューブでバター１３」「カロリーハーフ
１
２」といっ
た商品を見かける程度である．これらはすべて何かを１
としたときの割合を示している割合分数である．子ども
が生活の中で行動的に体験しているのは，等分割，つま
り何等分したうちのいくつ分といった分割分数が多い．
学生が２３を図示しようとしたとき，多くは長方形や円
を３等分し，そのうちの２つ分を示した．実際に小学校
では，長方形や円を用いて分数学習を行っている．ただ，
最近の子どもは（現在の大学生も含めて），家庭で３等
分するという体験が少なくなっている．ものが豊かにな
り「分け合う」必要がなくなったり，親が分けてしまっ
たり，すでに分割して販売してあったりと，子どもが自
らの手で等分割することがなくなった．その影響で，実
生活では考えられないような，りんごの縦切りや横切り，
魚を頭と体と尾に分けるという行動を，何の疑いもなく
単に図示したに過ぎないのであろう．リンゴも魚も体積
の等しさではなく，長さ（幅）だけで判断しているので
ある．あるいは，１３という分数を，単に「３つに分け
たうちの１つ分」と考え，「等分する」という意識が欠
けているのかもしれない．
　かつて，３人の子ども（小学６年，３年，１年）に１
枚のピザを渡し，「仲良く分けなさい」と言ったところ，
６年の子どもは，120°ずつ分ければよいことは知って
いるが，なぜかじっとピザを見つめ，しばらく考えた後，
まず半分に切り，次に半分のピザをまた半分に切った．
つまり４等分したのである．１４のピザを１枚ずつ３人
に配り，残った１４のピザをまた半分に切り（
１
８），それ
をまた半分に切り，つまり１16ずつ３人に配り，残った
１
16のピザを自分のものにした．等分ではないが，仲良
く分けたのである．そのまま続けて分けていけば，みん
な等しく１３ずつになるということを３人とも理解して
いるようであった．
　このことを数学的に証明すると，次のようになる．
　まず４等分し，１４ずつ分ける．そして
１
４を４等分し，
１
16ずつ分ける．これを続ける．
　初項１４，公比
１
４の等比級数の和　（
１
４＋
　１　
４×４＋
　　１　　
４×４×４＋ ･･･）
　部分和　Sn ＝
初項（１－公比n）
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　小学校での分数学習では，J. デューイが言うように「子
どもと環境との相互作用や子どもの生活経験に基づくカ
リキュラムが大切である」ということからして，子ども
が生活の中でよく体験すると考えられるピザの等分割と
いう分割分数課題を用い，具体的な操作活動を通して導
入を図るのがよいと思われる．円形のよさは，全体量と
しての１が中心角の 360°で表され，円の大きさ（直径）
が変わろうとも，１というものに共通のもの（360°）が
存在するところにある．しかし，長方形ならば全体量が
変われば，１という基準がなくなってしまい，同じ分数
であっても辺の長さや面積といった量が変わってしまう．
ピザを用いるのは，実生活の中で等分割する体験を行う
ことが多いこと，平面的であること，そのために操作が
しやすいことなどのよさがある．ホールのケーキを用い
てもいいが，高さがあって立体的であるため操作がしに
くい．ホットケーキでもいいが，等分割するという体験
はほとんどない．現行の算数教科書（６社）では，ほと
んどが量分数から入っている．分数は，小学校では指導
の難しい内容の一つである．子どもの実態や分数概念の
形成ということからすると，分数学習の導入では，ピザ
の等分割（分割分数）が最適な教材，課題である．指導
にあたっては，ピザを等分するという課題提示後，念頭
での映像的操作活動を促す意味から，どのように分割す
ればよいか見通しをたてさせる．そして，各自が立てた
見通しを検討させた後，実際に分割するという具体的操
作を行わせる．こうした意図的，計画的な指導により，
子どもの空間表象能力の発達は助長されるものである．
101
 空間表象能力の発達に基づく算数教育の在り方
おわりに
　数学的能力の一つであり，情報の精緻化や創造性との
相関が高いといわれる空間表象能力は，立方体表現（イ
メージ立方体描画）による調査の結果から，小学校６年
間で著しく発達することが明らかとなった．特に中学年
期においてそれが顕著である．その能力の発達に応じる
とともに，発達を助長する算数教育を行うために教材開
発や指導方法の改善が求められる．その具体的事例とし
て子どもの発達や生活に基づいた素材の教材化と指導方
法について中学年教材である「球」と「分数」で紹介した．
今後の算数教育を考える上で参考になれば幸いである．
　この度の教育課程の改訂において「･･･ 算数・数学の
内容の系統性を重視しつつ，学年間や学校段階間で内容
の一部を重複させて，発達や学年の段階に応じた反復（ス
パイラル）による教育課程を編成できるようにする．」と，
改訂の基本方針の中で述べられている．ハノイの塔や分
数の事例の中で示した公式や証明は，中学校や高等学校
の数学で扱うことである．しかし，小学校の算数教育は，
中学校や高等学校の数学教育の内容を理解し，意識した
上で行われるべきである事を考慮に入れ，敢えて載せて
おいた．
　ここで行った空間表象能力の発達に関する調査は，子
どもの静的な面である．動的なイメージ操作に関しては
1984 年度に立方体展開図課題として調査を行っている．
しかし，改めて調査を行い，静的，動的の両面から子ど
もの空間表象能力の発達を明らかにするとともに，それ
に基づいた算数教育を確立することが課題として残って
いる．
